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韓国の半導体産業は、IDM企業中心に半導体装置企業、半導体素材企業が安定的に生態

系を作って、携帯電話・モバイル機器、スマートTV、自動車・EV、ロボットなどの産業を支えている

1. 韓国半導体産業の発展状況

Source: 半導体産業協会, NRI Analysis
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韓国の半導体産業は変動性を見せながらも持続成長している中、IDM企業であるサムスンとSK

ハイニックスが産業成長を牽引していて、ファブレス、ファウンドリ、OSATはまだ小規模企業が多い

1. 韓国半導体産業の発展状況

Source: TechInsights, 各社の事業報告書,NRI Analysis

韓国半導体産業の規模と類型別主要企業の売上高
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1Source: 各企業HP, NRI Analysis 
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• 半導体の回路が

刻まれる基板で

あるウェーハを製

造

• 保護膜及び回路

間電流遮断膜の

役割の酸化膜を

形成
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気と反応させて酸

化膜を形成

• 感光液塗布後、

回路パターンに合

わせて照射、現

像してパターンを

形成

• 化学溶液や

反応性ガスを

利用して不要な

部分を取り除く

• 物理・化学的

方法による薄膜

形成、微小ガス

粒子のイオン
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• 金属配線とウェー

ハの間に障壁とな

る金属膜を形成

し、金属配線を

蒸着させる

• チップの性能を検

査する複数のテス

トを実施

• 個々のウェーハを

切断後、パッケー

ジに収納し、最終

検査を行う

チップ生産と組立回路設計 販売

特にチップ生産と組立工程は、ウェーハ製造からパッケージングまでIDM企業中心に韓国企業で

安定的な生態系が構築されている

1. 韓国半導体産業の発展状況

韓国における半導体製造の8つの工程
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70年代に始まった韓国の半導体産業はメモリ半導体のIDM企業の牽引で、90年代に入り漸く

存在感を見せていて、メモリ半導体市場でサムスン、SKハイニックス、マイクロンの3強体制

1. 韓国半導体産業の発展状況

1) 1977年にサムスングループが株式100%を取得した後、1978年にサムスン半導体が設立; 2)現在、SKハイニックスの前身である現代重工業傘下の電子事業チームとして設立され、2012年にSKグループに買収されたことで現在のSKハイニックス体制が確立

Source: Statista, Press Search, NRI Analysis

韓国における半導体産業発展の状況

高度化期
(現在)

主導期
(’10年代中期~’20年代)

危機克服期
(’90年代後半~’10年代前半)

成長期
(’70年代~’90年代)

発展

要因
• 政府支援と大規模投資による

技術開発

‒ 官民連携の技術開発事業を

通じた迅速な技術確保

‒ 大手企業の大量投資に基づく

先端技術への早期転換

• 事業環境の悪化に伴う競合他

社の離脱

‒ 供給過剰による価格下落で、

競合他社が事業を撤退

‒ 韓国IDMはコスト削減により、

事業展開を維持

• 技術高度化に基づくメモリ半導

体分野の参入障壁強化

‒ DRAMやNAND Flashなど、

主要製品の工程高度化

‒ 先駆者の利点という特性に基

づく参入障壁の強化

• 先端産業の成長を背景とした次

世代半導体需要の拡大

‒ AIなど、先端産業における高

性能半導体の需要拡大

‒ 既存の技術力に基づく韓国

IDMのHBM関連技術の主導

発展

状況
• 韓国半導体産業の開花とメモリ

半導体中心の成長

‒ ’74年、韓国初の半導体企業

の「韓国半導体」設立1)

‒ ’83年、サムスンや現代グループ
2)メモリ半導体事業の開始

• メモリ半導体市場での優位性維

持

‒ ’10年以降、世界メモリ半導体

市場でのシェア50％以上を達

成した後、続けて維持

• 次世代メモリ半導体市場の主

導

‒ HBM市場におけるシェア合計

が約95%を記録

‒ SKハイニックスによる5世代

HBM3Eの初開発と技術主導

• メモリ半導体のシェア優位の達

成と韓国中心の市場再編

‒ ’93年、サムスンによる世界シェ

ア1位の達成及び維持

‒ ’12年以降、サムスン、SKハイ

ニックス、マイクロンの3強体制

が確立

産業初期の標準化と大量生産が可能なメモリ半導体を中心に市場参入後、

最近では次世代メモリ半導体であるHBM関連事業の強化を進めている
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最近、メモリ半導体市場でHBMが占める売上と利益の割合が拡大するに伴い、韓国半導体市

場はHBM市場での主導権確保に向けた競争が激しく、SKハイニックスの成長が著しい状況

1. 韓国半導体産業の発展状況

HBMの割合拡大動向とHBM関連事業の現状

韓国IDMによるHBM関連事業の推進状況DRAM市場におけるHBM割合の推移

サムスン

• HBM関連技術において、技術的な優位性を回復する

ために、HBM 4.0（6世代）の開発に集中

‒ 5世代HBM3Eにおいて、SKハイニックスと比べ品質面

で劣るため、顧客企業の確保が不振な状況

‒ ‘25年末量産目標を掲げ、1c DRAMの製造歩留まり

安定化やTSMCとの協力推進など、能力強化に注力

SK

ハイニックス

• 業界初となるHBMの開発後、先制的な技術確保によ

り市場主導

‒ HBMは、技術開発の速度が速く、技術力を先に確保

した企業が市場を主導する傾向

‒ ’24年に5世代HBM3Eを初開発し、NVIDIAに独占供

給することで、HBM市場での主導権を強化している

DRAMを積層してデータ転送速度を向上させたメモリ半導体で、高速か

つ大容量のデータ処理が求められるAIなど分野での需要が高まっている
HBM

HBM市場を主導するために、技術開発と人材拡充など

関連能力を強化中

Source: Statista, Press Search, NRI Analysis

先端技術分野での需要増加により、DRAMなど

メモリ半導体市場におけるHBMの売上と利益の割合が拡大
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一方、次世代メモリ以外のレガシーDRAMなど分野では中国が急成長している反面、高い成長

が予想される非メモリ分野での韓国産業基盤が脆弱なため現状では大きな成長は見込めない

1. 韓国半導体産業の発展状況

1) Discrete, Analog, Optoelectronics& sensorsなど非メモリ半導体のうち、ロジック半導体を除いた半導体

Source: TrendForce, 米国商務部, Press Search, NRI Analysis

世界半導体市場における韓国シェアの推移
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IDMの主力分野であるメモリ、システム半導体では上級人材の割合が比較的高いものの、全体

としては中級人材の割合が高く、従事者の数は中小企業の数が多い素材産業に集中

2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題

Source: 韓国半導体産業協会, Press Search, NRI Analysis

韓国の半導体需給状況

高卒以下専門大卒大卒修士・博士
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(11.6%)

20,247

(13.8%)

41,241

(28.1%)

68,269

(46.5%)

素材

製造工程装置

システム

メモリ

4,914

33,393

22,763

9,364 9,034

16,398

10,193

6,571

13,564

5,976

素材

2,309

システム

1,785

2,526

工程装備

2,235

3,661
2,066

メモリ

68,269

41,241

20,247
16,996



10Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

韓国の半導体産業においては、製造や基盤分野など全領域で産業人材の需要が全般的に増

加すると見込まれており、2031年には合計約12.7万人の人材不足分の増加が予測される

2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題

1) 半導体製造企業及び半導体生産素子、設計関連企業が含まれる; 2) 半導体関連素材、部品、装置企業が含まれる

Source: 韓国半導体産業協会, Press Search, NRI Analysis

半導体産業の人材不足の見通し

7,516 14,461
18,135 23,976
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半導体製造分野1)の産業従事者の現状と見通し

高卒以下 専門大卒 大卒 修士 博士

309 463 692
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7,793
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2,921

`31

4,900

`26

3,785

6,404

`21

43,030

56,366

73,781

+30,751

半導体基盤分野2)の産業従事者の現状と見通し

高卒以下 専門大卒 大卒 修士 博士
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韓国半導体産業の人材需給不足が予想される中、産業界における人材需給の不均衡の解消

や先端技術分野の革新による人材需要の多様化への対応が今後の課題として指摘される

2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題

Source: 韓国半導体産業協会, Press Search, NRI Analysis

産業界の人材需給の不均衡

7,82521,056
36,558

80,797

135,12422,757

38,647

44,074

78,461

`21

15,153

`31

176,509

303,943

+127,434

高卒以下 専門大卒 大卒 修士 博士

• 現在のレベルの半導体人材供給水準が維持される場合、今後半導

体人材の需給の不均衡が深刻化する可能性あり

‒政府主導の省庁横断的支援政策の不在と半導体業界への低い就

職希望率が原因

‒半導体産業の人材需要は2021年に比べて12.7万人増加が予想され

るのに対し、現在の人材輩出はわずか年間5千人

半導体産業従事者の見通し(製造、基盤合計) 需給課題

技術イノベーションによる人材需要の多様化

• 半導体が活用される様々な分野の先端技術革新が進むにつれ、半

導体の人材需要はさらに増加する見通し

‒次世代移動通信、AI、自動運転など、半導体の活用度が高い先端

技術分野に特化した半導体技術及び人材の需要増加

* 現在の半導体産業の輩出

人数は年間5千人水準で、

10年間で約5万人

半導体人材需給の不均衡の見通し及び課題
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韓国政府は2022年「半導体関連人材養成方案」の策定をきっかけに①育成戦略 ②支援形態

③推進体系という側面から半導体人材育成政策を体系化している

3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

韓国の半導体人材育成政策の変化

~ ‘00 現在‘22

「半導体関連人材養成方案の策定」

育成戦略

支援形態

推進体制

• 多様な産業界のニーズへの対応の一環として育成され、契

約学科以外の半導体向け人材育成戦略は不在

‒ 産学協力法内に契約学科の設立根拠を設けたが、半導

体専門人材育成に関する長期的な政策ロードマップ及び

実行方案は不在

• 人材需給を必要とする企業が大学に自ら投資する形で、

IDM中心の支援

‒ 資金力及び優秀な人材確保のモチベーションが高いIDMを

中心に、大学契約学科の諸経費を支援

• 産学連携に関する教育を管轄する教育部で契約学科の管

理を主導

‒ 産学協力体制の構築のための法令制定・改正及び契約

学科の設置、運営状況の管理総括

• ‘31年までに半導体人材15万人育成を目標に、タイプ別人

材育成戦略を策定し、実行策を具体化

‒ 基盤造成、量的拡大、質的向上の観点から、初・中・上

級人材育成のための政策的ロードマップを策定し、事業の

多角化

• 半導体人材育成関連の予算を立て、官民合同支援の拡大

‒ 中小企業の契約学科支援事業など学科運営費及び授

業料の政府予算支援を通じ、中小企業の人材育成を支

援

• 教育部を含む5つの省庁が役割に合致した人材育成事業

展開

‒ ‘22年以降、科学技術情報通信部、産業通商資源部、

雇用労働部、中小ベンチャー企業部など関連省庁ごとに人

材育成のための政策の立案及び事業展開

Source: 半導体再養成方案, Press Release, NRI Analysis
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特に中級人材の育成を目標とするIDMの契約学科中心から初・中・上級の類型別人材育成

政策を具体化及び多様化しており…

3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

Source: Press Release, NRI Analysis

韓国の半導体人材育成戦略及びシステムの変化

初級

中級

上級

政策

‘00 現在

(’06) 半導体産業学部契約学科の運営

(’23) 半導体特性化大学

(’23)先端産業ブートキャンプ

(’23) 職業系高校採用連携

(’23) 仕事・学習並行事業

‘22

(’02) 人的資源開発基本計画の策定 (’22) 半導体人材養成方案の策定

(’21) 新産業特化先導専門大学支援事業

(’22) 半導体専攻トラック

(’23) 半導体特性化大学院

(’23) 人工知能半導体大学院

(’03) 産学協力法改定、契約学科の設立法制化

半導体人材育成体系の具体化

職業系高校、専門大学と連携

した実践型人材の発掘

実務型人材育成の

チャンネルの多様化

AIなど融合型上級人材の

育成基盤の確保

(’22 ~) 政策及び事業変化 Trend

教

教

産

産

科

労

教

教産

教

教

(’09) 半導体産業大学院契約学科の運営 教
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…多様化した人材育成政策を遂行するために教育部を中心に5つの省庁がそれぞれの役割に合

致した人材育成事業を展開している

3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

Source: Press Release, NRI Analysis

省庁別担当役割及び主な推進政策

科学技術

情報通信部

教育部

産業通商

資源部

雇用労働部

中小ベンチャー

企業部

量的拡大インフラ構築 質的向上 R&R 及び主要政策

• 半導体インフラの構築のための投資及び核心技術

研究人材の育成支援

‒ 人工知能半導体大学院支援事業など

• 半導体人材育成の総括機関として教育体系の構

築及び初級から上級まで人材育成支援

‒ 職業系採用連携型事業及び契約学科など

• 産業界のニーズに対応するためのインフラ構築支援

及び実践型人材の育成支援

‒ 半導体特性化大学院支援事業など

• 労働力需給の安定化及び半導体関連職業訓練

‒ 仕事・学習並行事業（先端産業アカデミー）な

ど

• 中小企業（素材・部品・装置、協力会社）向け

の実践型人材育成支援

‒ 中小企業契約学科、技術士官育成事業など

◎ ◎

◎ ◎◎

◎ ◎

○

○

○

○

△

△

╳

╳
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1)従来の契約学科制度では、主に製造企業向けの人材育成が中心であったのに対し、2022年に「半導体関連人材養成方案」が発表されてからは、ファブレスなど、様々な類型の企業向けの中級人材の育成へと変化し、これを区別するために別類型に区分

Source: Press Release, NRI Analysis

韓国の半導体産業で求められる人材類型は、学歴と職務に応じて初・中・上級に分類され、政

府は類型ごとに期待される職務や企業の需要を反映した4つの類型の事業を展開しているが…

3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

半導体産業における人材類型と事業状況

学歴レベル

初級

中級

• 専門学士以下

‒ 高卒者や専門大

学の卒業生など

期待される職務

• 半導体製造施設で生

産、運営管理中心の職

務を担当

政府事業の類型 主要な事業

• 学部卒

‒ 4年制の一般大学

の卒業者

• 修士号以上

‒ 大学院卒の修士

や博士

• 企業本社で半導体全

般の企画・研究中心の

職務を担当

• 本社及び研究所で先

端技術研究中心の職

務を担当

• 採用条件付中小企業契約学科(’23年~)

‒ 中小ベンチャー企業部が、教育機関に中小企

業の採用予定者や在職者向けの教育運営を

支援

• 採用条件付契約学科(’06年~)

‒ 企業が学部入学者を対象に入社を条件とし

て学費を支援する契約学科を運営し、教育

部がそれに関わる承認や規定を整備

• 半導体特性化大学支援事業(’23年~)

‒ 教育部が大学や大学連合に半導体特性化

分野に関する教育運営を支援

• 半導体特性化大学院支援事業(’23年~)

‒ 産業通商資源部が半導体先端技術研究の

ための特性化教育運営を支援

協力会社向け

初級人材育成事業

上級

製造企業向け

中級人材育成事業

工程特化型

中級人材育成事業1)

技術研究型

上級人材育成事業
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ソウル

世宗
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仁川
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全北

忠南

忠北

…現在、教育インフラやIDMへのアクセス性において、首都圏に教育機関と人材育成事業が偏

在しており、地域ごとの需要に適合した人材育成施策の展開が求められる

3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

1) 対象地域ごとに推進事業を合算した場合、初・中・上級人材の中で目標とする人材の類型の種類

Source: Press Release, NRI Analysis

教育機関の数

3種類 2種類 1種類

育成人材類型の数1)

「非首都圏地域への人材流入を促進するためには、各地域の人材

需要に最適化した人材育成政策の展開が必要」

地域別人材育成支援事業及び教育機関の数
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Agenda

1. 韓国半導体産業の発展状況

2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題

3. 韓国の半導体人材育戦略及びシステム

4. NRIの示唆
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韓国と台湾は、今後の半導体人材不足の見通しを受けて、政府主導で人材育成体系を構

築している

4. NRIの示唆

韓国 台湾

韓国と台湾の半導体人材育成施策の比較

需給展望

• 2031年基準半導体人材7.7万人不足の見通し

(現在、進行中の「半導体関連人材養成方案」が定着する場合、

人材不足問題解消)

• 2030年基準STEM系人材69万人不足の見通し

(STEM系のうち半導体人材含み)

育成戦略

• IDM向けの中級の実践型人材中心から2022年「半導体関連人

材養成方案」の策定以降、初級人材及び上級研究人材まで目

標の人材類型の多様化

• 2024年「国家人材競争力躍進プラン」を中心に台湾人材と外国

人材という二つの軸に拡大

支援形態

• 民間企業の投資による契約学科中心から、2022年「半導体関連

人材養成方案」の策定以降、政府支援事業が拡大

• 最近、中小企業及び各地域の需給に最適化された支援政策まで

拡大

• 当局主導の民間企業中心の大規模基金の造成、専門研究機関

(ITRI、TSRIなど)の設立及び産学官連携投資の持続的な強化

推進体系

• 教育部中心から半導体人材育成関連の5省庁が連携して役割

別育成事業を展開

‒ 教育部、科学技術情報通信部、産業通商資源部、教育部、

中小ベンチャー企業部

• 教育部、国家科学及技術委員会の2つの軸で人材育成事業を

推進

‒ 教育部 : 非博士層の人材プールの量的拡大

‒ 国家科学及技術委員会 : 博士級レベルの高度人材の育成

Source: Press Release, NRI Analysis
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人材の早期確保及び流出防止のための官民連携体制の強化I

• 韓国政府は、半導体企業の優秀人材の早期確保と流出防止を目的とした採用条件付契約学科制度を設けており、最近、学科設置

の大学が増加し、また、政府支援の中小企業契約学科も運営されている

日本における半導体人材の流出が問題となっているため、官民連携による人材確保と流出防止策の策定が必要

韓国政府及び企業による優秀人材の確保、半導体産業全般と地域間の均衡ある発展を目的

とした施策を参考にし、日本の半導体産業の発展に向けた人材育成策の策定が可能となる

4. NRIの示唆

初・中・上級人材の育成拡大と産業界による教育参加の活性化II

• 半導体産業の均衡ある発展のために、育成人材の類型を拡大し、また、育成人材の現場力強化のための企業の教育参加を

奨励する環境を整備している

日本も最近、全ての人材類型に対する育成基盤が整備されており、今後は企業の教育参加の拡大による現場力の強化が必要

地域拠点支援のバランス確保と拠点間連携の強化策の構築III

• 地域間の均衡ある発展のために、地域ごとに半導体拠点を創設し、中央研究機関が拠点間の連携を統括して、国家レベルの

半導体産業の発展を主導している

日本での半導体拠点形成に際して、拠点間の連携や育成人材の地域定着策を講じることで、産業全体の発展が可能




	基本エリア
	スライド 0: 韓国の半導体産業動向及び人材育成施策

	 1. 韓国半導体産業の発展状況
	スライド 1:  
	スライド 2: 1. 韓国半導体産業の発展状況
	スライド 3: 1. 韓国半導体産業の発展状況
	スライド 4
	スライド 5: 1. 韓国半導体産業の発展状況
	スライド 6: 1. 韓国半導体産業の発展状況
	スライド 7: 1. 韓国半導体産業の発展状況

	2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題
	スライド 8:  
	スライド 9: 2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題
	スライド 10: 2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題
	スライド 11: 2. 韓国の半導体人材需給の現状及び課題

	3. 韓国の半導体人材育戦略及びシステム
	スライド 12:  
	スライド 13: 3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム
	スライド 14: 3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム
	スライド 15: 3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム
	スライド 16: 3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム
	スライド 17: 3. 韓国の半導体人材育成戦略及びシステム

	4. NRIの示唆
	スライド 18:  
	スライド 19: 4. NRIの示唆
	スライド 20: 4. NRIの示唆
	スライド 21


